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大東市政についての議会による政策提言 

 

大東市議会は、さる平成23年10月1日大東市立市民会館において、出前政策意見交

換会を行いました。大東市議会のめざす「開かれた議会」の一環として今年より取り組

んだもので、直接市民より市政に関する要望を聞き、それを議会として政策提言するべ

く、市民の代表者、各種団体などよりあげられた提案について意見交換を行い、議会全

体で検討した上で、その提案・要望を市政に反映させられるよう立案することを目的と

したものです。 

今回は、第1回として、区長会、連合婦人会、商工会議所、文化協会、体育協会、青

年会議所より、代表者にお越し頂き、様々 なご意見・ご提言を頂きました。また当日傍

聴にお越し頂いた市民の方からもご意見等を伺う機会も持てました。そのすべてにおい

て、緊急に取り組むべき課題として、今後協議を議会内でも検討を続けて行く必要のあ

るものばかりでありました。 

個々 の事案等につきましては、予算審議や一般質問等を通じ、議員一人ひとりが、取

り組んで参りますが、来年度の予算を検討する際に、今回の意見交換会で頂いた提言を

反映していただくよう、議会で検討し集約した以下の点につきまして、下記のとおり、

申し入れいたします。 

記 



 

１  縦割り行政の打破について 

  東日本大震災における復興対策の混迷などをみても縦割り行政の弊害は明らかです。

市行政においても、無駄のない円滑な行政運営が不可欠であり、なおいっそうの改善に

取り組むこと 
 

２ 女性の社会進出について 

  男女共同参画社会が謳われ、女性の社会進出は進んできましたが、まだまだ満足でき

るものではありません。大東市において今年初めて女性部長が誕生するなど、行政にお

いても改善されてきたとはいえますが、行政自らが、率先して取り組むことが必要であ

り、さらに女性幹部の登用に努めること。 
 

３ 緊急経済対策について 

  国の経済において、震災の影響や円高等の為替不安により、経済活動の停滞を生んで

いる。本市においては、「大東市地域振興条例」が制定されたが、市独自の具体的施策を

早急に実施できるよう、積極的な取り組みを進めること。 
 

４ スポーツ施設の充実について 

  本市は「スポーツのまちだいとう」として、市長自らが、スポーツの振興に力を入れ

ている旨取り組んでいるとしている。しかしながら、各競技団体が、十分に練習環境が

整った状況にはない。まちづくりの視点においても、スポーツ施設の充実を積極的に進

め抜本的な施策を講じること。 
 


